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１．はじめに

　千川上水は1696（元禄９）年、徳川五代将軍綱吉の別荘白山御殿と、徳川家所縁の
浅草御殿・上野寛永寺・湯島聖堂・六義園への給水を目的に開削された総延長23kmの
水利施設である。開削後、時代の推移とともに谷端川などへ分水し、農業水利・江戸
市中の上水として活用され、近代以降は水道・工業用水として機能し、1971（昭和46）
年に役割を終えた。
　千川上水は、時代の推移による用途の変化が著しく、流路の大部分は道路に転化し、
痕跡の消滅も急速に進行した。このため、記録保全と現況把握の観点から、歴史的・
自然的領域からの広範な研究成果と、流域自治体からの多くの関連刊行物が発刊され
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てきた。
　主な成果としては、歴史的領域では千川家の古文書を基礎に、歴史・用途の変遷を
体系的に研究したもの（大石ら：2006・大松：1996）や、上水の沿革と現況の詳細を
まとめた成果（渡部：2004）がある。また、自然的領域では上水の役割を終えた後の、
親水空間における下水道再生水の通水要件の検証（渡部：1989）や、水生生物の定着
と変遷についての研究（大野ら：2000）がある。
　かつて筆者は、1990（平成２）年に東京都練馬区・豊島区・文京区内で、旧千川上
水本流と長崎分水＝谷端川の流域調査（深田：1991）を行った。調査の結果、流路に
面して庚申塔・地蔵尊・不動尊などの宗教的構築物が建立されていることを認識して
いた。
　その後、2013（平成25）年に精査したところ、上記の宗教的構築物の中には、千川
上水に直接関係する、水神・弁財天や、水害・水難供養のための供養塔が複数建立さ
れていることを確認した。そして、それらの建立意義と時代背景（豊島区：1999）を
総合してみたところ、千川上水流域では時代の推移と上水の用途の変化に対応した、
神仏の勧請が行われてきたことが判明した。
　そこで本報では、上述の先行研究の結果を踏まえ、千川上水の歴史・流域環境の変
化を時代別に区分し、時代の推移と千川上水の用途変化、流域の神仏勧請の関係につ
いて明らかにしたい。

２．千川上水の概要

2－1．流域の地勢
　千川上水は、武蔵野台地のほぼ中央部に流れを持ち、地形の高低差の少ない台地上
に開削されている。武蔵野台地は、青梅市東青梅付近を扇央とする荒川・多摩川の２
水系の扇状地に位置し、東西距離60km・標高は西端の青梅市で180m、東端の山の手
地区辺縁部では20m程度である。
　千川上水は、台地の中央部の標高64m付近に取水口があり、標高24mの巣鴨上水所
まで流路を有することから水平距離1000mに対して1.7mの緩やかな勾配を呈す。
　武蔵野台地は、一般的に水利に乏しく江戸時代中期までは大部分が原野であった（石
神井図書館郷土資料室：1976）ため、千川上水とその本流である玉川上水の開削は、
江戸市中の上水利用とともに、武蔵野地域の利水環境が向上した。
　具体的には、千川上水本流の水利に加えて武蔵野台地内の荒川・多摩川両水系に属
する侵食谷の中小自然河川に分水を設けることで、農業用の灌漑用水としての機能を
果たしてきた。
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2－2．沿革・用途
　千川上水は、河村瑞軒が設計し開削は仙川村（現・調布市仙川）在住の太兵衛と徳
兵衛、さらに財政面で加藤屋善九郎・中島与一郎・万屋次郎兵衛が関与し、1696（元
禄９）年に完工した（練馬区教育委員会：2000・石神井図書館郷土資料室：1976）。
　上水開削後、太兵衛と徳兵衛の２名に対して、開削の功労により出身地の仙川にち
なみ、千川姓を名乗ることが許され、千川家として千川上水の水番などの要職を引き
継いだ。
　開削当初は、徳川将軍家御成地への給水を主目的としたが、のちに江戸市中で神田
上水・玉川上水からの水利が行き届かない小石川・本郷・湯島などの諸地域への上水
供給も開始された。
　1707（宝永４）年、天水による水田耕作を行っていた、千川上水流域20ヶ村による
上水の灌漑用水利用の嘆願に許可が下り、農業水利としての機能が付加された。
　1714（正徳４）年には、白山御殿が廃止され1722（享保７）年には地区への上水供
給も差止めになり、灌漑用水としてのみ機能した。上水供給廃止の根拠のひとつには、
「江戸の地下に水道を敷設したことで地脈分断と地気分裂、土の潤いが無くなったた
め、災害が頻発するようになった」とする、幕府儒官・室

むろ

鳩
きゅう

巣
そう

の建議がある。
　同時に、三田・青山・亀有の３上水も廃止されたが、実質的な廃止の理由は幕府の
財政難による都市基盤の再整備が困難なことと、上水止めと灌漑用水の運用で離農者
の江戸市中への流入抑制の意図のあったことが指摘されている（大石ら：2006・大松：
1996・千川の会：1982）。
　1781（天明元）年、飲料水供給が再開され小石川・本郷・浅草地区への飲料水供給
を開始したが、給水状況が不完全であったため1786（天明６）年に上水機能を再度停
止した（大石ら：2006・大松：1996）。
　幕末期においては、1865（慶応元）年に、滝野川村（現・北区）に設立された江戸
幕府の大砲製造所の反射炉、1875（明治８）年竣工の王子工場（現・国立印刷局）と
王子製紙、1880（明治13）年下石神井に設立された同潤社製糸工場などへの工業用水
として利用された（豊島区郷土資料館：1992）。
　また、1880（明治13）年、三菱財閥創設者・岩崎弥太郎らにより千川水道株式会社
が設立され、1908（明治41）年にかけて、本郷・下谷・小石川・神田の各区（現・文
京・千代田・台東の各区）への上水道として利用された。
　その後、大正期・昭和期には工業用水として利用されたが、流域の都市化による道
路幅員確保、水質汚濁防止と水害防止を目的に、1928（昭和３）年から1970（昭和45）
年の間に一部を除き暗渠化され、1971（昭和46）年に水利施設の役割を終えた。
　平成期に入り、1989（平成元）年に旧取水口付近の武蔵野市域から、下水道高度処
理水の再活用による「清流の復活」が開始され、開渠部分のある武蔵野市域では親水
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空間として活用され、水生生物や魚類が定着している（大野ら：2000）。
　以上の、千川上水の沿革と用途を時期区分すれば、表１のように９時期に区分でき
る。時期区分と内容は、Ⅰ・徳川家御成地の給水、Ⅱ・市中上水の給水、Ⅲ・灌漑用
水の供給、Ⅳ・市中上水給水の廃止、Ⅴ・市中上水供給の再開、Ⅵ・市中上水の再度
廃止、Ⅶ・工業用水の供給、Ⅷ・近代水道の供給、Ⅸ・親水空間の創出である。

表１　千川上水の沿革と用途とその変遷

時期区分 用途変化状況 年代 記事
Ⅰ 徳川家御成地

の給水
1696（元禄９）～1722（享保７）◎ 開削目的は、徳川五代将軍綱吉の別荘、

白山御殿と徳川家所縁の浅草御殿、上
野寛永寺・湯島聖堂・六義園へ給水開
始。

Ⅱ 市中上水の供
給

1696（元禄９）～1722（享保７）◎ 副次的に、玉川上水からの水利が行き
届かない小石川・本郷・湯島などの諸
地域への上水供給開始。

Ⅲ 灌漑用水の供
給

1707（宝永４）～ ◎ 流域20ヶ村からの嘆願により、農業用
の灌漑用水としての機能が付加。時期、
流域から自然河川である谷端川・石神
井川への分水を開削。

Ⅳ 市中上水の供
給廃止

1722（享保７）～1781（天明元）◎ 江戸市中の自然災害の原因は「上水道
の地下敷設による気脈の乱れ」として、
浄水機能を廃止。

Ⅴ 市中上水供給
の再開

1781（天明元）～1786（天明６）◎上水機能を再開。

Ⅵ 市中上水供給
の再度廃止

1786（天明６）～1880（明治13）◎上水機能を再度廃止。

Ⅶ 工業用水の供
給

1865（慶応元）～1972（昭和46）◎ 大砲製造所反射炉、王子工場（現・国
立印刷局）・王子製紙・同潤社製糸工場
などへの工業用水として利用。

Ⅷ 近代水道の供
給

1880（明治13）～1908（明治41）◎ 本郷・下谷・小石川・神田の各区（現・
文京区・千代田区・台東区）への水道
供給。

Ⅸ 親水空間の創
出

1989（平成元）～ ◎ 市街地にある開渠部分を活用して、親
水空間を創出。

＊大石ら（2006）・大松（1996）・豊島区郷土資料館（1992）・千川の会（1982）の資料を基に筆者作成

2－3．流路の概要
　流路の概要を地理状況の把握が容易なように、現在の行政区分に基づいて記す。流
路は、図１に示すとおりで、東京都武蔵野市関前５丁目から、豊島区西巣鴨２丁目に
到る約23kmの水路である。
　取水口は、東京都西東京市と武蔵野市の行政界付近の、玉川上水・境橋付近の堰堤
である。取水後、五日市街道に沿い東流し武蔵野市吉祥寺北町の吉祥寺橋付近から北
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東方向に流路を変え、練馬区関町１丁目水道端バス停付近で青梅街道を横断する。
　横断後、杉並区と練馬区の行政界を為しつつ西武新宿線上井草駅西方200m地点の鉄
橋下を通過し、杉並区井草・練馬区富士見台・南田中を通過し中村橋に到る。中村橋
以東、西武池袋線南側に東南方向に流路をもち、豊島区南長崎６丁目で北東に方向を
変え、豊島区千早・千川地内を通過し、板橋区大谷口・大山地内に至る。板橋区大山
付近で川越街道と東武東上線と交差した後に東流し、JR板橋駅北側から豊島区西巣鴨
の明治通り掘割信号から浄水場（現・千川公園）に至る。
　練馬区関町から豊島区南長崎までの区間が、千川通り（都道439号・椎名町上石神井
線）であることから、旧千川上水に由来した道路であることが判別できる。
　なお、文京区内にも区間が不連続な千川通り（都道436号・小石川西巣鴨線）がある
が、千川上水長崎分水から導水された、谷端川下流部分の小石川（礫川）を暗渠化し
たことに由来する。
　千川上水には、本流のほか複数の分水も存在したが、本報では直接の調査対象とし
なかったため、流路概要を示した図１の地図上の表記にのみとどめる。

図１　千川上水流路図－１（上流域：取水口～練馬区関町南３丁目・中流域の一部を含む）

国土地理院発行１：25000　地形図・「吉祥寺」に加工
国土地理院使用許可済
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図２　千川上水流路図－２（中流域：練馬区関町南３丁目～豊島区南長崎６丁目）

国土地理院発行１：25000　地形図・「東京西部」に加工
国土地理院使用許可済

図３　�千川上水流路図－３（下流域：豊島区南長崎６丁目～豊島区西巣鴨２丁目・中流
域の一部を含む）

国土地理院発行１：25000　地形図・「東京西部」に加工
国土地理院使用許可済
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2－4．現況
　千川上水の現況について、2013年１月実施の現地調査の結果を踏まえ、上流・中流・
下流の３つに流域を区分して説明する。なお、流域区分について先行研究（豊島区教
育委員会 b：1996・練馬区教育委員会：2004）を確認したが、複数の区分方法がある
ため、本報では現況の河川形態と地形を加味して次の３区分とした。まず、取水口か
らの開渠部を上流、暗渠部基点の練馬区関町南３丁目から豊島区南長崎までの千川通
りの区間を中流、それ以降を下流とした。
　上流部の、東京都武蔵野市関前５丁目の取水口から練馬区関町南３丁目の青梅街道
水道端バス停付近までの約６kmが開渠で、残りの約17kmが暗渠となっている。
　開渠部分では、1992（平成４）年から東京都の清流復活事業による下水道の高度処
理水を１日当たり10,000tを導水し（練馬区教育委員会：2004）、親水空間として水路
の再活用が図られている。これにより、各種の水生生物や植物の定着が確認されてい
る（渡部：1989・大野ら：2000）。この区間は、水路としての体裁が保たれ、水路側道
の大部分で自動車の通行を制限しているため、親水空間として機能している（写真１
参照）。

写真１　開渠部親水空間の景観　　2013年４月　武蔵野市吉祥寺北町３丁目

　中流部の、練馬区関町１丁目から同区練馬、豊島区南長崎６丁目の区間は、千川通
り幅員に含まれる形で暗渠化されており、上水の痕跡を確認することが困難である。
　しかし、西武新宿線上井草駅付近の水路鉄橋遺構、西武池袋線の中村橋駅の駅名、
駅南側の千川通りに水路域が転じた長挟物状の緑地帯があるなど、上水の痕跡を確認
できる場所が散見できる。
　下流部の、豊島区南長崎から西巣鴨までの区間は水路の痕跡を残す部分と、完全に
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道路化した部分が混在している。また、豊島区千早４丁目の都立千早高等学校北東部
の金属フェンスで囲まれた空間には、水路の痕跡を残す長挟物がある。また、豊島区
要町３丁目付近に暗渠化された空間を利用した、延長100m程の人工水路をもつ緑道か
ら成る豊島区立千川親水公園がある（写真２参照）。

写真２　暗渠部親水空間の景観　　2013年３月　豊島区千早４丁目　千川親水公園

　このほかに、板橋区大谷口１丁目・大山西町付近の都道420号線内回り方向にも、金
属フェンスで囲まれた暗渠化にともなう延長200mほどの長挟物がある。
　完全に道路化している、板橋区板橋２丁目の JR板橋駅北側付近から北区滝野川６
丁目では、千川上水株式会社の社紋を刻んだマンホールが散見できる。また、旧巣鴨

写真３　旧千川上水㈱　社紋入マンホール　　2013年４月　北区滝野川６丁目
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浄水所跡地の豊島区立千川公園前には王子分水を表示する石碑が、公園内には六義園
と都心方面への分水に用いられた高さ１m程の水詮バルブ２基が保存されている（写
真３・４・５参照）。

写真４　王子分水の石碑　　2013年４月　北区滝野川６丁目

写真５　水栓バルブ　　2013年４月　豊島区西巣鴨２丁目　千川公園内

３．調査結果

3－1．流域の宗教的構築物
　ここでは、時代の推移による千川上水の用途の変化と、流域の神仏勧請との関係を
明らかにする目的で行った、宗教的構築物の現地調査の結果を記す。
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　本報における宗教的構築物は、千川上水流域の水路敷に面して建立されている、小
伺・供養塔などのことを示す。
　現地調査は、2013（平成23）年２月から５月に計４回、取水口（武蔵野市）を起点
に、旧浄水所（豊島区）までの区間を踏査した。その結果、管見では千川上水流域19
ヶ所で宗教的構築物の建立を確認した。内訳は、庚申塔８ケ所・地蔵尊３ケ所・不動
尊２ケ所・供養塔３ケ所・馬頭観音１ケ所・水神１ケ所・弁財天１ケ所であった。
　これらを、建立目的別に分類すれば、①千川上水自体に対する祈願が７ケ所、②一
般的な雨乞いなどの祈願が２ヶ所、③その他の祈願が10カ所であった。建立目的の記
号は、表２～４の名称・分類欄に表示した。
　このうち、千川上水に直接的に関係のある、①と②に分類できる宗教的構築物を本
報の考察の対象とし、建立状況は表２（上流域）・表３（中流域）・表４（下流域）に
まとめた。表中の、「No.」欄の数字に下線表示があり、太字で表示したものが、①と
②の範疇に分類される対象である。
　なお、ここにあげた宗教的構築物の所在地は、図１～図３の千川上水流域図の中に
も表示した。

表２　千川上水流域の宗教的構築物一覧《上流域》

No. 名称・分類 形態 建立目的 所在地 記事 備考
１ 庚申塔 A

分類→③
石碑
道標

五穀豊穣 西東京市新町1‒1
武蔵野大学前

1724（享保９）年から開
発された上保谷新田の入
り口に、1784（天明４）
年の飢饉を機に五穀豊穣
を祈願して建立。

台座が道標
を兼ねる。

２ 庚申塔 B
分類→③

石碑 不詳 武蔵野市関前5‒21
先千川上水河川敷

1840（天保11）年建立。
建立由来など詳細不明。

３ 石橋供養塔
分類→①

石碑 悪霊退散 武蔵野市関前5－21
先・千川上水河川敷

1841（天保12）年、当地
の井口橋の架替記念と、
悪霊侵入防止の祈願をこ
めて建立。

４ 庚申塔 C
「更新橋庚
申塔」
分類→③

小祠
石仏
道標

天下泰平
種子

練馬区関町南4‒21
先・千川上水河川敷

1708（宝永４）年建立。 道標を兼ね
る。

５ 施餓鬼亡霊
供養塔
分類→①

石碑
道標

水難慰霊
（治水）

練馬区関町南4－2及
び武蔵野市緑町3－2
先・千川上水　河川
敷

1908（明治41）年。千川
上水で溺死した子供など
の慰霊目的で建立。
建立場所は、千川上水左
岸。地域区分は左岸が練
馬区、右岸は武蔵野市に
所属。

台座が道標
を兼ねる。

＊ 大石ら（2006）・大松（1996）・豊島区郷土資料館（1992）・千川の会（1982）および現地調査により筆者作成
＊番号の下にアンダーラインのあるものは、直接千川上水に結び付く祈願等のあるものを示す。
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表３　千川上水流域の宗教的構築物一覧《中流域》

No. 名称・分類 形態 建立目的 所在地 記事 備考
６ 庚申塔 D

分類→③
石仏
小祠

不詳 練馬区上石神井1‒11 1704（宝永元）年建立。
観音供養塔1843（天保13）
年建立。

出羽三山18
カ所観音供
養塔併祀。

７ 庚申塔 E
分類→③

石仏
小祠

不詳 練馬区上石神井1‒3 1705（宝永２）年建立。

８ 馬頭観世音
分類→③

石仏
小祠

天下泰平
国家安全

練馬区下石神井4‒28 1827（文政９）年、下石
神井惣講中が建立。

９ 庚申塔 F
分類→③

石仏 不詳 練馬区下石神井1‒8 1696（元禄９）年、千川
上水開削完工と同年の建
立。土地利用の変化と建
立地・地権者の転居で、隣
接する現在位置に移設。

10 九頭龍弁財
天
分類→②

小祠 開運延命 練馬区中村北4－12 上水の暗渠化と、土地利
用の変化により現在地か
ら100m 上流の旧九頭竜
橋付近から移設。

龍神碑・弘
法大師供養
塔、庚申塔、
馬頭観世音
を併祀。

11 成田山新勝
寺中村不動
尊
分類→③

家内安全
交通安全
商売繁盛
開運上昇

練馬区中村北4‒12 2009（平成21）年、成田
山新勝寺からの分祀によ
り建立。

12 日川地蔵尊
分類→①

石仏 水難供養 練馬区中村南1－15
南蔵院境内

1940（昭和15）年。当地
の千川上水で溺死した７
人の子供の供養のために
建立。

暗渠工事に
際し南蔵院
境内に移設。

13 川施餓鬼供
養塔
分類→①

石塔 水難供養 練馬区中村南1－15
南蔵院境内

1892（明治15）年、千川
上水で水難に遭遇した
人々の慰霊のため建立。
その後、暗渠工事に際し
南蔵院境内に移設。

暗渠工事に
際し南蔵院
境内に移設。

14 中村垢離取
不動尊
分類→②

小祠 雨乞い 練馬区中村南3－1 「雨乞いの聖地」相州（神
奈川県）大山の阿夫利神
社の前身である大山不動
尊を所縁とし、雨乞いの
目的で建立。

稲 荷 社 併
祀。旧中村
分水の流路
に接する。

15 橋供養聖観
音
分類→①

橋供養
牛馬安全

練馬区豊玉北5－8　
東神社境内

1774（安永３）年、当地
に架かっていた筋違橋の
竣工祝賀と人馬安全祈願
の目的で建立。

1953年暗渠
工事で移設。

16 千川地蔵尊
分類→①

石仏 水難供養 練馬区旭が丘2－15
能満寺境内

1925（大正14）年、千川
上水の川底で発見。溺死
者の供養のために、延命
地蔵として祀る。

1940年代の
暗渠工事に
際し能満寺
境内に移設。

＊ 大石ら（2006）・大松（1996）・豊島区郷土資料館（1992）・千川の会（1982）および現地調査により筆者
作成
＊番号の下にアンダーラインのあるものは、直接千川上水に結び付く祈願等のあるものを示す。
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表４　千川上水流域の宗教的構築物一覧《下流域》

No. 名称・分類 形態 建立目的 所在地 記事 備考
17 庚申塔 G

分類→③
石仏 不詳 豊島区千早3‒42 1680（延宝８）年、1867

（貞享３）年、1714（正徳
４）年、1775（安永３）
年建立の庚申塔４基。

18 庚申塔 H
分類→③

石仏 不詳 板橋区大山西町28 安永５（1777）年建立。

19 水神社
分類→①

小祠 水難供養 板橋区大谷口 建立年代不詳。昭和初期
になり当地の宅地化が進
行し、千川上水での水難
事故が多発した。1940年
代の暗渠化を契機に水難
供養の意味をこめて水神
社を建立。

＊ 大石ら（2006）・大松（1996）・豊島区郷土資料館（1992）・千川の会（1982）および現地調査により筆者
作成
＊番号の下にアンダーラインのあるものは、直接千川上水に結び付く祈願等のあるものを示す。

3－2．調査対象とした宗教的構築物
　次に、3‒1で概説した宗教的構築物19個所のうち、千川上水に直接関係する宗教的構
築物について詳述する。これらの宗教的構築物は、①千川上水自体に対する祈願、②
一般的な雨乞いや水止めにかかわる祈願を持つ。調査対象とした宗教的構築物の総数
は９箇所で、内訳は供養塔４箇所・地蔵尊２箇所・弁財天１箇所・不動尊１箇所・水
神社１箇所である。
　そして、調査の結果、直接千川上水にかかわる祈願をもつ宗教的構築物には、以下
の２点の特徴があることが判明した。
　１つは、特定の年代への建立時期の集中である。直接千川上水にかかわる祈願をも
つ宗教的構築物９カ所のうち５ケ所が、第Ⅷ期の工業用水供給時期に当たる1865（慶
応元）年以降1972（昭和46）年までの比較的新しい年代に建立されていた。
　２つは、宗教的構築物の建立目的の共通性である。これらの宗教的構築物の建立目
的は、すべてが水難供養であり、流域において発生した溺死・水害の供養、上水とそ
の付属物に関する安全祈願に関心が向けられていることが読み取れた。
3－2－1．石橋供養塔（No.３）

　石橋供養塔は1841（天保12）年、当地の千川上水に架かる井口橋を、木製から石橋
に更新した際の祝意と、部落への悪霊侵入防止の祈願を目的に建立された。
　石橋供養塔と並び、1840（天保11）年に建立された庚申塔もあるが、建立の由来や
刻字も残されておらず、詳細は不明である。
　現在は、上水開渠部分への転落防止用フェンスが設置されているため、正面から見
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通すことは不可能であり、河川敷下流右岸方向からのみ全体を見渡すことが可能であ
る（写真６参照）。

写真６　石橋供養塔　　2013年５月　武蔵野市関前5－21先　千川上水河川敷

写真手前が石橋供養塔・奥が庚申塔

3－2－2．施餓飢亡霊供養塔（No.５）

　施餓飢亡霊供養塔は、取水口から東方へ２kmの練馬区関町４丁目・吉祥寺橋上手の
左岸に上水を背に北向きに建立されている。
　当地域の千川上水で溺死した子供たちの慰霊を目的に、1908（明治41）に建立され
た。地理的な条件から、千川上水の左岸が練馬区、右岸が武蔵野市に属しており、供

写真７　施餓鬼亡霊供養塔　　2013年４月　練馬区関町４丁目
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養塔に近接する吉祥寺橋により両地域が結ばれている。
　供養塔の台座は道標も兼ねており、「右ハ田無小金井道」「北ハ関青梅街道々」「左ハ
吉祥寺停車場（現・吉祥寺駅）井之頭道」と表示されている（写真７参照）。
3－2－3．九頭龍弁財天（No.10）

　九頭龍弁財天は、現在は練馬区中村北4‒12の緑地帯の中に東向きに勧請されている。
従来は、現在地の上流方向100mに位置する九頭龍橋付近に勧請されていたが、上水の
暗渠化に伴い移設された。弁財天は、金運などのほか水を司る神であることから、調
査対象に含めた。
　勧請の由来は、現在から600年前に渡邊龍神の遺言により、安芸の宮島から「市

いち

杵
き

島
しま

大神」を分祀し、当地の守護神として開運・延命を祈願して勧請したことが原初であ
る。
　市

いち

杵
き

島
しま

大神は、厳
いつく

島
しま

神社祭神の女神であるが、弁財天信仰と習合し同体とみなされ
るようになった（小野ら：1985）。後に、九頭龍弁財天の小祠ほか、渡邊龍神碑・弘法
大師供養塔・庚申塔・馬頭観世音・近隣民家火災死者供養の地蔵尊を併祀した。
　なお、現在勧請されている九頭龍弁財天の小祠などの一連の宗教的構築物は、すべ
てが1974（昭和49）年に再建されたものである（写真８参照）。

写真８　九頭龍弁財天　　2013年２月　練馬区中村4－12

3－2－4．日川地蔵尊（No.12）

　1940（昭和15）年、当地の千川上水で溺死した７人の子供の供養のため、練馬区中
村北１丁目に建立されたが、暗渠工事に際し練馬区中村南３丁目の南蔵院墓地内に、
3‒2‒5．で説明する川施餓飢供養塔と同じ場所に移設された。（写真９参照）
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3－2－5．川施餓飢供養塔（No.13）

　1883（明治15）年、練馬区中村北１丁目の千川上水中新井分水（江古田川への分水
堰）付近に、水難供養の目的で建立された。
　自然石を用いた供養塔に、「水難物故者諸霊成無上菩提」の塔婆が添えられ、さらに
は建立当時の村名である、中新井村・中村・下練馬村の文字と、各村の施主９名の名
が刻まれている。同時に、旧中村地内に勧請されていた庚申塔も合祀されているが詳
細は不明である（写真９参照）。

写真９　川施餓鬼供養塔（左）と日川地蔵尊（右）　　2013年４月　練馬区中村南３丁目　南蔵院

3－2－6．中村垢
こ

離
り

取
とり

不動尊（No.14）

　建立年代は不詳である。雨乞い祈願を目的に現在地の練馬区中村3‒1に建立された。
関東の雨乞いの霊場である相州大山・雨夫利神社・大山不動尊に由来し、村内の講中
による大山詣も行われていた。
　その後、明治時代後半に現在の練馬区中村北３丁目交差点付近の千川上水中村分水
堰付近に移設されたが、1956（昭和31）年に上水の暗渠化と道路拡張により、再び現
在地へ移転した。なお、建立地には稲荷社が隣接して勧請されているが、かつては不
動尊小祠と稲荷社の間に、旧中村分水の流路があった（写真10参照）。
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写真10　中村垢離取不動尊　　2013年２月　練馬区中村南3－1

中村垢離取不動尊（左）と稲荷社（右）　２つの小祠の間↓部分に分水路があった。

3－2－7．橋供養聖観音（No.15）

　橋供養聖観音は1774（安永３）年、練馬区豊玉北5‒18付近に架かっていた筋違橋の
竣工祝賀と人馬安全祈願の目的で建立された。
　東神社関係者によれば、1953（昭和28）年、千川上水の暗渠化に伴い隣接する東

とう

神
社境内に移設し、「東観世音」の名称で小祠に勧請され、神社神官の手で祈祷も行われ
ているという（写真11参照）。

写真11　橋供養聖観音（東観世音）　　2013年５月　練馬区豊玉北５丁目　東神社境内
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3－2－8．千川地蔵尊（No.16）

　千川地蔵尊は、1925（大正14）年の川ざらいに際し、川底に埋没していたところを
発見され、引き上げて豊島区南長崎６丁目の千川上水右岸に勧請した。建立年代は不
明であるが、能満寺関係者によれば、千川上水流域に勧請されていたものが、増水な
どで川底に埋没した可能性があるという。このことから、増水から連想される溺死者
の供養を意識して延命地蔵尊と位置づけた。
　その後、1940年代の暗渠工事に際し、練馬区旭丘２丁目の能満寺境内地入口付近に
移設し、千川地蔵尊（千川地蔵大菩薩）として勧請した（写真12参照）。

写真12　千川地蔵尊　　2013年４月　練馬区旭丘２丁目　能満寺境内

3－2－9．水神社（No.19）

　建立年代不明の小祠であるが、水神社に掲示されている由来書の表記内容から、1940
（昭和10）年代に建立されたものと推察する。
　水神社は、板橋区大谷口１丁目の都道420号線脇の千川上水暗渠部の長挟物地内に建
立されている。
　水神社の建立由来書によれば、昭和初期になり当地では宅地化の進行で人口が増加
し、住民と川の接点が増したことから、千川上水での水難事故が多発したことが記さ
れている。1940年代に入り順次暗渠化されたが、この事は水難事故防止、上水への廃
棄物投機防止の面から地域住民に歓迎された。
　この暗渠化を契機に、水難供養・水への感謝・上水安全の意味をこめて水神社を建
立した。
　従来、流域からやや離れたところに勧請されていたが、1983（昭和56）年に、現在
地へ遷座されたのち、2007（平成19）年に改修された（写真13参照）。
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写真13　水神社　　2013年２月　板橋区大谷口１丁目

４．考察

4－1．流域環境の変化と神仏勧請
　時代の推移と千川上水の用途変化と、流域の神仏勧請の関係について明らかにする
ため、調査結果に基づき流域環境変化と神仏勧請および治水・利水の利害の回避と神
仏勧請の２つの視点から考察する。
　流域環境の変化と神仏勧請の関係について考察するため、先に、2‒1．沿革・用途に
記した表１に従いⅠからⅨの時期区分に、それぞれ宗教的構築物の建立年代および建
立目的から検討した。（表５参照）
　その結果、直接千川上水にかかわる祈願などを目的とした宗教的構築物は、No.15の
橋供養聖観音が最初で、江戸市中の上水道供給が中止され、灌漑用水として利用され
たⅣの時期区分に、２番目は No.３の橋供養塔がⅥの市中上水供給再開時期にそれぞ
れ建立された。
　いずれも橋供養の目的で建立されているが、この時期での千川上水流域では上水に
架かる橋の機能と通行の安全に焦点が向けられていたことが推測できる。
　その後の特徴としては、Ⅶの工業用水供給時期・Ⅷの近代水道供給時期に No.５の
施餓飢亡霊供養塔、No.12の日川地蔵尊、No.13の川施餓飢供養塔、No.16の千川地蔵
尊、No.19の水神社と、５つの宗教的構築物の建立が集中している。
　この時期に、宗教的構築物の建立が集中した理由は、次の２つの社会的要因が交点
を結んだ結果であると考える。すなわち、①工業用水・近代水道の供用にともなう水
量の増加、②流域の市街化の拡大による人口増加の２点である。それぞれの要因につ
いて検討する。
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　はじめに、①の要因について検討する前に、その前提となる流水量の測定単位につ
いて触れておく。江戸の上水の流水量は、水流の断面積を基準に計量し、一寸四方（約
3.3cm角）を一坪とする独特の単位、寸坪を用いて測定していた（伊藤：1996）。そし
て、玉川上水であれば取水口に当たる羽村堰、各分水水門、市中への入口である四谷
大木戸水門などで水番が寸坪による流量測定を行い、流量の管理と目的別・地区別の
水道料金である水

みず

料
りょう

・水
みず

銀
ぎん

の計算をしていた（野中：2012・伊藤：1996）。
　１つ目の、工業用水・近代水道の供用にともなう水量の増加について検討するため、
資料（石神井図書館：1976）を確認したところ、ⅦおよびⅧの時代区分に坪数増加に
よる、流量増加が行われていたことが明らかになった。それによると、1880（明治13）
年の千川水道株式会社設立に際し、上水の幅員拡幅と取水口への分界を設置したこと
が指摘されている。幅員拡幅による流水断面積は、従来の130坪に150坪を増加させて、
計280坪としている。この流水量の増量は、千川上水株式会社設立以前に、1865（慶応
元）年から工業用水に供する流量が設定されていたものに、用途変化による水量不足
を補うための措置であった。
　また、千川上水の流水量増加による河川規模の変化は、降雨後の上水の水量増加、
地形による自然水の流入などの要因も重なり、中流部である練馬・江古田付近では洪
水の発生も招いた。
　以上のことから、千川上水では工業用水供給機能に加え、近代水道供給機能を付加
したため、河川の幅員拡張や水量の増加が計画的に行われ、流量が増加したと考える。
　２つ目の要因である流域の市街化の拡大による人口増加について記す。人口増加と
水難については、No.18の水神社の記載のように、上水の水量増加と流域人口増加が、
水難事故の発生に結びつくことが確認されている。
　そこで、旧千川上水流域において、Ⅶ～Ⅷの時代区分に相当する時期の人口動態に
ついて述べることにする。基礎資料として、豊島区（1983）・北豊島郡農会（1918・
1979復刻）の人口統計と、総務省HPの国勢調査（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/）
の数値を参考に、千川上水流域の旧北豊島郡に相当する地域の人口動態を確認した。
　人口動態確認のため、豊島区（1983）と北豊島郡農会（1918・1979復刻）を確認し
たところ、1889（明22）年から1917（大正７年）までの旧北豊島郡の人口統計が記さ
れていた。そこで、1889（明22）年を起点に５年ごとの人口動態と、国勢調査が行わ
れた1920（大正９）年、1925（大正14）年、1930（昭和５）年、1940（昭和15）年の
６つの時期の人口動態を比較した。
　ただし、旧北豊島郡各町の東京市への編入、その後の市内行政区の変化により、一
貫した人口動態の比較は困難である。したがって、旧北豊島郡に属した各町の範囲を、
その後編入された東京市内各区の単位に置き換えて検討することにした。
　旧北豊島郡に属し、千川上水の流域にあたる各町は、巣鴨町・王子町・滝野川町・
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石神井村・西巣鴨村・上板橋村・下練馬村・長崎村である。
　1899（明22）年の旧北豊島郡各町村の人口の合計は、73,404名である。（豊島区：
1983）・北豊島郡農会：1918・1979復刻）。その後、1920（大正９）年から、５年ごと
に国勢調査が定期実施された。これらの統計結果から、1940（昭和15）年には旧北豊
島郡各町村に相当する、板橋区（現・練馬区分含む）・豊島区・滝野川区と王子区（現・
北区）・荒川区の人口は1,247,614名であり、起点と比して1,174,209名の増加がみられた
（表６参照）。
　人口増加の要因は、1914（大正３）年の東上鉄道（現・東武鉄道東上線）・1915（大
正４）年の武蔵野鉄道（現・西武鉄道池袋線）の開通による市街地開発促進、関東大
震災を契機とした東京市内中心部から郊外への人口移動が考えられる。なお、当地域
の人口増加の要因となった市街地開発には、鉄道敷設と連動した大泉学園都市、常盤
台住宅地などの計画化をともなう開発と、農地・原野の宅地転用による市街地の自然
的拡大の２種類がある。

表５　千川上水の用途変化と神仏勧請状況

時期区分 用途変化状況 年代 宗教的構築物建立時期 建立目的
Ⅰ 徳川家御成地

の給水
1696（元禄９）年～1722（享保
７）年

17．庚申塔 G（1680年） 不詳
９．庚申塔 F（1696年） 不詳

Ⅱ 市中上水の供
給

1696（元禄９）年～1722（享保
７）年

６．庚申塔 D（1704年） 不詳
７．庚申塔 E（1705年） 不詳

Ⅲ 灌漑用水の供
給

1707（宝永４）年～ ４．庚申塔 C（1708年） 五穀豊穣③

Ⅳ 市中上水の供
給廃止

1722（享保７）年～1781（天明
元）年

１．庚申塔 A（1724年） 五穀豊穣③
15�．橋供養聖観音（1774
年）

牛馬安全③
橋供養①

18．庚申塔 H（1777年） 不詳
Ⅴ 市中上水の供

給再開
1781（天明元）年～1786（天明
６）年

該当宗教的構築物なし

Ⅵ 市中上水の再
度供給廃止

1786（天明６）年～1880（明治
13）年

８．馬頭観世音（1827年） 牛馬安全③
２．庚申塔 B（1840年） 不詳
３．石橋供養塔（1841年） 橋供養①

Ⅶ 工業用水の供
給

1865（慶応元）年～1971（昭和
46）年

13�．川施餓鬼供養塔（1892
年）

水難供養①

５�．施餓鬼亡霊供養塔
（1908年）

水難供養①

16．千川地蔵尊（1925年） 水難供養①
12．日川地蔵尊（1940年） 水難供養①
19．水神社（1940年代） 水難供養①
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Ⅷ 近代水道の供
給

1880（明治13）年～1908（明治
41）年

該当宗教的構築物なし

Ⅸ 親水空間の創
出

1989（平成元）年～ 11 ．成田山新勝寺中村不
動尊（2009年）

家内安全・交
通安全等③

その他 千川上水開削
以前

建立年代不詳 10�．九頭龍弁財天「600年
前」

開運延命

不詳 建立年代不詳 14．中村垢離取不動尊 雨乞い②
＊ 大石ら（2006）・大松（1996）・豊島区郷土資料館（1992）・千川の会（1982）と現地調査結果を基に筆者作
成
＊ 「建立目的」の欄の丸囲み数字は建立目的の内容を示し、①は千川上水自体に対する祈願、②は一般的な雨
乞いなどの祈願、③はその他の祈願を意味する。
＊太文字で表記したものが、調査対象の宗教的構築物である。

表６　調査対象地域の人口動態

年号 地域名 人口（人） 増減（人） 備考
1889（明治22）年 北豊島郡 73,405
1890（明治23）年 76,149 ＋2744
1900（明治33）年 94,001 ＋20,596
1905（明治38）年 103,695 ＋30,290
1910（明治43）年 147,238 ＋73,833
1915（大正４）年 229,390 ＋155,985
1920（大正９）年 379,537 ＋306,132 ・国勢調査開始。
1925（大正14）年 575,254 ＋501,849
1930（昭和５）年 858,326 ＋784,921
1935（昭和10）年 豊島区・荒川区・板橋区・

王子区・滝野川区
1,030,654 ＋957,249 ・ 板橋区には独立前の練

馬区の数値が含まれる。
・ 王子区と滝野川区は、後
に統合して北区になる。

1940（昭和15）年 1,247,614 ＋1,174,209

＊ 豊島区（1983）・北豊島郡農会（1918→1979復刻）および総務省公式 HP・国勢調査結果を基に筆者作成。

4－2．治水・利水のリスクと神仏勧請
　次に、治水・利水のリスク回避と神仏勧請の視点から考察する。古来河川や水は、
人間の生活と生産活動に直接結びつく要因であり、必要な水の安定供給にかかわる利
水、過度の出水の抑制を目指す治水への関心がもたれてきた。
　そのため、西欧の土木技術が導入される近代以前でも、地域性に基づいた固有の河
川管理技術が駆使され、河川管理と農地開発を一元的にとらえた水利政策がとられて
きた（田林：1990）。
　同時に、固有の河川管理技術の駆使と並び、河川流域に神仏を勧請するなど、自然
現象を対象とした神仏への祈りも、重要な治水の要素として位置づけられてきたと推
察する。
　こうした視点で、千川上水におけるリスクへの関心をみれば、用途目的の拡大によ
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る水量の増加と、流域人口の増加が交点を為し発生した、水難に向けられている特徴
を持つ。
　そして、この特徴は自然河川にみられる災害リスクである干ばつ・河川氾濫など、人
間の手では制御不可能な、自然現象の影響を回避する祈願とは異なった性格を有する。
　千川上水に関する宗教的な祈願は上水の開通により、ある程度安定的な水供給が可
能となった後に、水と人との接点で発生した不都合に対する供養が中心になっている。
　したがって、千川上水における治水・利水のリスクは、上水での現実的な溺死であ
り、その死の供養のために神仏勧請や供養塔を建立し、慰霊を行ってきたと考える。

５．むすび

　本報では、千川上水の歴史・流域環境の変化を時代別に区分し、時代の推移と千川
上水の用途変化、流域の神仏勧請の関係について明らかにするため、現地調査をもと
に考察を試みた。
　その結果、千川上水では近代以降の特定の時期に、河川環境の変化による上水の水
量と流域人口の増加による溺死者への慰霊目的で、宗教的構築物が集中的に建立され
てきたことが明らかになった。
　ところで筆者は、多摩川流域の流域別・左右両岸別、そこから分水された人工河川、
および流域周辺の丘陵地帯を対象に、自然環境を原因とする利害と住民の生活との関
係について、神仏勧請と宗教的構築物の建立という視点から調査・考察してきた。
　そこには、地域間と流域環境による異なった特徴はあるが、流域で営まれてきた神
仏勧請・宗教的構築物建立などの行為の背景には、共通した祈りの姿勢があることを
認識した。
　その姿勢の中には、自然の力への畏敬の念、命を身近に意識することができる人間
の死という、宗教の根本領域に属する要素が含まれていると考える。
　なお、本報の一部は第72回日本宗教学会研究大会（於・國學院大學）にて、口頭発
表したことを付記する。
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